
新たな消防本部庁舎が完成しました
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消防本部 新庁舎全体写真
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新庁舎の特長

大規模な災害発生時にも、

消防・防災活動の中枢としての役割が果たせるよう、

主に３つの消防本部機能を強化
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継続性の強化 迅速性・機動性
の強化

関係機関との
連携強化

０１ ０２ ０３



０１ 継続性の強化

▶ 免震構造を採用、電力供給や通信体制を二重化

▶ ライフラインが途絶した場合でも、７日間稼働できるだけの

自家発電設備、受水槽等を確保

▶ 風水害時の浸水対策として、機械室などの重要設備を上階に設置

5

大規模災害時にも消防本部機能を継続できる

災害に強い消防本部庁舎



０２ 迅速性・機動性の強化
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▶ 別棟だった「消防司令センター（情報収集機能）」と

「本部運営室・会議室（指揮命令機能）」を一体的に整備

▶ 消防司令センターで収集した情報や、航空隊・災害監視カメラ等の

映像情報をリアルタイムに共有するための映像設備を整備

迅速かつ機動的な災害対応方針の決定

と指揮命令ができ、災害対応力が向上



０３ 関係機関との連携強化
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▶ 他都市の緊急消防援助隊などを迅速・円滑に受け入れるため、

屋上に飛行場外離着陸場（ヘリパッド）を新たに整備

▶ あわせて、関係機関の受入や調整を図る諸室を確保

大規模災害時に関係機関を円滑に受け入れ、

連携体制を強化



今後の予定
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10月10日

開 庁

10月１日

市民内覧会

令和５年９月24日

竣工記念式典
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